
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R OTAR Y CLUB  OF M OKA 

Ｗｅｅｋｌｙ Ｒｅｐｏｒｔ 

真岡ロータリークラブ 栁田尚宏 会長メッセージ「原点回帰！」 

２０２５～２０２６年度 国際ロータリー第２５５０地区 真岡ロータリークラブ 

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 
宇都宮 90：東武ホテルグランデ 

小山中央：思水荘 

真岡西：フォーシーズン静風 
宇 都 宮：東武ホテルグランデ 
宇都宮東：ホテルニューイタヤ 
小 山 南：小山グランドホテル 

益  子：益子カントリー 
下野上三川：石橋商工会館 
小 山 北：和風ダイニング彩華 
 

宇都宮西：東武ホテルグランデ 
宇都宮北：ベルビィ宇都宮 
小  山：小山グランドホテル 

小山東：小山グランドホテル 

会長：柳田 尚宏 幹事：坂本 光 会報委員：平石典嗣 中島弘司 市村滋朗 相場一宏 

事務局：〒321-4305 栃木県真岡市荒町 1203（真岡商工会館内）TEL.0285-84-2511 FAX.0285-84-2510 

URL：http://rc-moka.jp/ E-mail：rc-moka@sweet.ocn.ne.jp   
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■本日のプログラム             内部卓話 

■司会                 SAA  沼田 雄一 君   

■点鐘                 会長 栁田 尚宏 君  

■ロータリーソング           それでこそロータリー 

 

■会長挨拶   会長  栁田 尚宏 君 

皆さん、こんにちは。本

日もお忙しい中、例会

にご出席いただき、誠

に あ り が と う ご ざ い ま

す。本日は来賓のお客

様はいらっしゃいませ

ん。本日の例会は、足

利銀行真岡支店長の相場会員並びに真岡信用組合荒町

支店長の吉田会員による内部卓話となっております。大

変貴重なお話が伺える機会でございますので、皆様ぜひ

心して拝聴いただければと存じます。 

さて、春の訪れを感じる季節となりましたが、朝晩の寒暖

差もあり、体調管理には充分にご留意いただきたい時期

でございます。年度末を迎え、何かと慌ただしい日々が続

いておりますが、どうかご無理なさらずお過ごしください。

今年度も残すところわずかとなりました。ここまでクラブ運

営並びに各事業の推進にあたり、会員の皆様のご理解と

ご協力を賜りましたこと、改めて心より感謝申し上げます。

各委員会におかれましても、それぞれの役割を果たして

いただき、着実に歩みを進めておりますことを大変心強く

感じております。 

ロータリーの活動は、一つ一つの積み重ねが地域社会の

貢献につながるものであります。今後も原点を大切にしな

がら、会員同士の絆をより一層深め、実りある奉仕活動へ

とつなげてまいりたいと思います。また、高波眞吾会員の

娘さんが門前司法書士の公衆トイレにアートを制作されま

した。地元のいちごや辻善兵衛商店の酒樽に寄り添う猫

が描かれており、大変素晴らしい作品となっております。

お時間がございましたら、ぜひご覧いただければ幸いで

す。 

■スマイルボックス報告              中川 孝 君 

 

＜栁田 尚宏 君＞ 

本日は相場会員、吉田会

員の内部卓話です。皆さ

ん心してききましょう。 

＜坂本 光 君＞ 

相場会員、吉田会員、卓

話楽しみに拝聴させて頂

きます。 

＜渡邉 佳寛 君＞ 

相場会員、吉田会員、卓話宜しくお願い致します。 
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■内部卓話                 相場 一宏 君 

皆さん、こんにちは。足

利銀行の相場です。今

日はお時間を頂き大変

ありがとうございます。ま

ずは簡単に自己紹介を

させていただきます。私

は 51 歳の栃木県足利

市出身です。家族は妻、長女、長男、母の 5 人で、長女と

長男は東京で生活しています。現在は妻と母と 3 人で暮

らしています。趣味はゴルフと散歩で、20 年前からゴルフ

を始めましたが、スコアは 90 から 100 の範囲で向上してい

ません。健康のために毎朝 30 分歩くことを心がけていま

す。 

ここで、真岡ブロックのご紹介をさせて頂きます。5 年前か

ら当行はブロック制を導入しており、私が担当しているブロ

ックには真岡支店、益子支店、真岡西 RC、久下田 FB の

4 店舗があります。 

真岡支店は 1936 年 6 月に開設され、今年で 90 周年を迎

える店舗です。従業員は 68 人で、ブロック全体で ATM は

合計 27 台で運営されています。業務内容としては、預金、

融資、為替の三大業務に加え、お悩みを抱えるお客様の

運用相談や相続、法人のお客様へのコンサルティングな

ども行っています。 

私の時代背景を整理してみると、第一次オイルショックの2

年後、1975 年に生まれました。幼少期から青年期は高度

成長期、バブル期を経て崩壊。社会人になった 1997 年は、

金融危機の真っ只中で銀行に入行しました。その後、リー

マンショックや東日本大震災、最近ではコロナショックなど、

さまざまな時代背景を経て現在に至っています。 

社会人になってからの経験についてお話しすると、私はこ

れまでに 13 の店舗で勤務してきました。最初は足利市の

足利支店、次に芳賀郡の茂木支店に異動しましたが、ご

迷惑をお掛けした一時国有化の際に茂木支店で働いて

いました。その後、栃木支店勤務時は東日本大震災を経

験し、2 時 46 分には地震が発生し、店舗のシャッターが閉

まらず勤務先で宿泊するという経験をしました。 

その後、栃木県内、埼玉県内店舗を経て現任の真岡支

店へ赴任致しました。 

さて、今日は新規開拓の仕事についてです。当時、20 年

ぶりに新しい店舗を出す計画があり、荒川の手前川口市

で新規開拓業務を行うことになり、4 名のチームを結成し

てスタートしました。 

最初の 2 ヶ月は全くオーナーと面談することができず大変

苦労しました。 

しかし、その中でようやく初めてお取引いただいたお客様

がいらっしゃいました。取引頂いた理由は取引したいとい

う熱意と本質の悩みを信頼して相談できると思ったことの

ことでした。その後取引先からのご紹介、地元に縁のある

企業等のお取引先が増加し二年後に店舗開設に至りまし

た。困難を乗り越えた経験は、達成感を伴った充実したも

のとして心に残っています。 

今思うことは 1 つ目に地域課題は労働人口減少、DX、承

継、成長投資、地方創生等様々な課題がございますがお

客様と共有しつつ解決していきたいこと 2 つ目にはＥＳを

高めていくこと 3 つ目には出会いの大切さを痛感しており

ます。 

最後に、ある方のお話で感銘を受けた話です。成功する

ためには、ビジョン、自信、そして運が必要だということで

す。また、人生はジャグリングゲームのようなものであり、５

つのボールを落とさないようにバランスを保ちながら生きて

いくことが大切であるという話を聞き心に留めて、日々過ご

しております。 

拙い話で恐縮ですが今後とも宜しくお願い致します。ご清

聴ありがとうございました。 

 

■内部卓話                 吉田 秀一 君 

こんにちは、真岡信用

組合荒町支店の吉田秀

一です。本日は貴重な

時間をいただき、ありが

とうございます。今回は

「私の履歴書」として、私

のこれまでの歩みや、30

年以上関わっている信

用組合についてお話しします。よろしくお願いいたします。 

私は昭和 47 年に栃木県茂木町で生まれ、父は伝統工芸

を営み、母は真岡信用組合芳賀支店で 3 年間働いていま

した。父の影響で地域との関わりを深く持ち、「地域のため

に」という仕事の原点になっています。父は昨年亡くなりま

したが、その背中を見て育ったことが現在の自分に影響を

与えています。 

私の幼少期の思い出は牛乳であり、両親の願いから毎日

飲まされて丈夫な体に成長したことや、生まれつきの左利



きを母の方針で右手に矯正しました。また、私は「クロスド

ミナンス」の典型であり、文字は右手、ボールは右投げ、

サッカーは左足で蹴るため、左右の判断に癖があることも

述べています。現在の家族には年下の妻と高校生の長男、

9 歳のミニチュアシュナウザーです。 

学生時代、１98６年の茂木の大水害が私の人生観を変え

ました。325mm の豪雨で川が氾濫し、慣れ親しんだ景色

が消えていく絶望感が今でも鮮明に残っています。この経

験が私の防災活動の原点となり、趣味のキャンプでも道具

を揃える際に災害時の備えを意識しています。遊び心を

忘れず、安心を蓄えたいと思っています。好きなキャンプ

ギアは「スノーピーク」です。 

高校時代、水泳部に所属していたが冬のオフシーズンに

室内プールがなかったため、ギターに夢中になる日々を

過ごした。仲間たちとは今も連絡を取り合い、支えになっ

ている。憧れのギターは布袋寅泰のもの。アルバイトで手

に入れた初心者向けギターが、今の仕事に繋がる大切な

経験をもたらしたと振り返っている。 

私は平成 3 年に真岡信用組合に入社し、30 年以上地域

の方々に支えられてきたことに感謝しています。信用組合

は互助を理念とした非営利の共同組織で、地域の発展を

目指しています。益子支店から始まり、芳賀支店、台町支

店、本店を経て、現在の荒町支店に就任しており、業務

部での経験を通じて多角的な視点を得ています。 

この 30 年間で金融業界は大きく変化し、新人時代には大

晦日に集金をしていたのに対し、現在はデジタル化が進

み、日常生活に浸透しています。日本で給与振込やATM

が普及した背景には、昭和 43 年の 3 億円事件があり、こ

れにより現金輸送のリスクが認識され振込制度への移行

が加速しました。現在、私たちは第二のデジタル化時代を

迎え、政府はキャッシュレス決済比率を 2025 年までに 40%

にする目標を掲げていますが、2024 年にはすでに 42.8%

に達しています。この変化を促進した要因の一つはコロナ

禍による非接触ニーズの増加です。 

しかし、デジタル化が進む今だからこそ、信用組合の基本

である対面の力、皆様に寄り添う親切丁寧な支援が重要

だと痛感しています。私は荒町支店の支店長として、職員

全員が自分の仕事にオーナーシップを持ち、生き生きと

働ける職場を作ることを理想としています。そのために方

向性を示し、全力でサポートするリーダーであり続けたい

と思っています。 

最後になりますが、私が自慢できるような大きなことはまだ

成し遂げていません。しかし、真岡西ロータリークラブ及び

この真岡ロータリークラブの会員になれたことは、一生の

自慢であり、誇りです。まだまだ若輩者ではございますが、

皆様と共に奉仕の精神を学び、真岡芳賀地区の明るい未

来のために努力を続けてまいります。 

本日はご清聴、誠にありがとうございました。 

 

■次回案内 

日時：3 月 26 日木曜日 12 時 30 分 

場所：真岡商工会議所 

内容：外部卓話  

講師：真岡市市長 中村和彦氏 

 

■スマイルボックス（3 月 19 日現在） 

前回までのスマイル繰越金 584,000 
会員 3,000 

ビジター  
本日のスマイル合計 ３,000 
スマイル今期累計 587,000 
前回までの米山繰越金 19,336 
本日の米山 0 
米山今期累計 19,336 

 

 

■月間予定出席者 
在籍 48 名 出席免除者  1 名（有資格者 1 名 ＋ 有理由者 名） 

例会日 出席義務 事前 MU 事後 MU 出席者 内免除者 欠席者 出席率(％) 
補正後 月 日        
本日 3 月 19 日 47 0  30  17 63.83 

■月間出席率（％）※例会欠席は前日 15 時までに必ず事務局までお知らせください。(TEL.0285-84-2511, FAX.84-2510) 
7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 

80.68 73.49 65.43 70.59 82.61 73.19 78.72 71.63 65.25    
 


